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 １２月９日（火）、博多近代ビルにて「憲法９条―世界へ未来へ 九州連絡会（九州９

条連）」第１７回総会が開催され、九州地青から菅野青年部長が出席しました。 

 総会では、この間の取り組みの経過と今後の方針が討議されました。また、問題提起

として九州９条連共同代表であり、九州大学名誉教授の内田博文さんから「スパイ防止

法について」の講演をいただきました。 

 現在、高市政権が整備を進めようとしている「スパイ防止法」は意識的に処罰の対象

を曖昧にしており、太平洋戦争前に制定された治安維持法の教訓から照らせば、市民

の日常会話なども処分対象になりかねない。過去に学び、自分事として現代を考える必

要がある、と訴えられました。 

この写真は２０２１年の自衛隊輸送列車の写真です。もし、

スパイ防止法が治安維持法のように運用されてしまえば、この

列車を撮影した時点で撮影者は逮捕され、刑事処分されます。 

 ＪＲ貨物は「指定公共機関」であり、有事の際は国に協力する

義務があることから、我々の業務はある意味「国家機密」です。

こうした“撮り鉄”を趣味として楽しみ続けられるよう、現政権が

どういう法整備を進めているか、世論やメディア、ＳＮＳに惑わさ

れずに注視していきましょう！ 

て   ん      け   ん      じ ゃ く        い 

九州９条連は、憲法９条の精神を国内外に

広めることを目的に、あらゆるテロ・戦争・戦

争政策に反対するべく、九州の市民団体と

連携して平和運動を展開する団体です。 
内田博文共同代表 


